
■成績の分布状況（全学科の合計点の平均点） 

 

2022年度 看護学科 

 

客観的な指標の算出方法 

各科目のシラバス「評価方法・基準」に基づいて、評価を 100点満点で点数化し、 

全履修科目から GPAを算出する。 

 

得点 GPA 分布 

90～100 3.5～4.5 上位 3/4 

80～89 2.5～3.4 

70～79 1.5～2.4 

0～69 0～1.4 下位 1/4 

 

 

【 1年生 39名 】 

指標の数値 ～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点 

人数 0 2 22 12 3 

下位 1/4に該当する人数      2人 

下位 1/4に該当する指標の数値  1.4以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■卒業認定に関する方針 

 

卒業認定について 

卒業認定会議に諮り、学校長が決定する。 

①卒業要件：・3年以上在籍し、当校に定める単位数 103単位を修得すること。 

      ・欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超えないこと。 

②卒業時の到達度評価 

 当校が卒業時求めている看護師としての必要な知識・技術・態度は、総合的に判断する。 

 ・知識は、修講試験の結果が、合格点であること。 

 ・技術は、臨地実習における厚生労働省・看護師教育の技術項目の卒業時の到達度についてⅠ・Ⅱの

80％以上の修得状況で判断する。 

 ・態度は、臨地実習での倫理的配慮の評価内容の合格、学校生活等学則に関することで判断する。 

 

 

＜参考＞ 

教育理念 

愛の心を持って、社会のニーズに柔軟に対応し、地域の人々と共に歩んでいける看護師を育成する。 

 

教育目的 

看護師として必要な知識・技術・態度を修得し、保健医療福祉チームの中で専門職として社会のニーズ

に応え人々の幸福に貢献できる人材の育成を目的とする。 

 

教育目標（卒業時の到達目標）   

1) 人間を尊厳ある統合された存在として理解する能力を養う。   

2) 多様な価値観を認め、より良い人間関係を築く能力を養う。  

3) 看護実践の基礎となる知識・技術・態度を習得し、科学的根拠に基づいた看護実践能力を養う。   

4) 保健医療福祉チームの一員として、多職種と連携・協働できる基礎的能力を養う。 


